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【3点マーカー】

使用している帳票は全てダミーデータとなります。
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3点マーカー利用準備



4①3点マーカーとは

■3点マーカーとは

帳票の上段右、左、下段左下の計3点に指定されたマーカーを設置。

LAQOOTで事前設定したテンプレート情報を元に、ゆがみ、向き、サイズを自動で補正します。

画像が逆向き 画像が縮小 写真データ※１
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※１ 写真データの場合マーカーにノイズが入るとエラーとなる場合がございます。
詳細については12P

■3点マーカー補正有効画像



5②3点マーカーを利用する際の原紙準備

（１）大きく配置

・マーカーに独立性と識別性をもたせるために、

マーカー周囲に２㎜以上の余白をもたせ、設置する。

（２）同じサイズ

・マーカーの大きさは8㎜以上に設定

・マーカーの大きさは全て同じ大きさに統一

（３）マーカーを整列

・上段のマーカーは同じ横軸に配置

・左側のマーカー同じ縦軸に配置

（３）
注意点

※上記の数値は用紙がA４の場合となり、スキャン方法や
ＦＡＸ受信によって変更になります。

(3)8㎜以上

(1)2㎜以上
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管理ツール設定画面

管理ツール画面のテンプレート設定画面となります。



7③3点マーカー利用（初回アップロード）

（１）マーカーの範囲を設定する。
配置をしたマーカーの各角の頂点に合わせて読取り指定範囲を設定。

■設定後■設定前
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8③3点マーカー利用（初回アップロード）

（２）マーカーの範囲設定の注意点
・各頂点に合わせる際にはマーカーの位置と範囲を合わせるように設定
（設定をする際は、左上の拡大内容を確認しながら設定）

・項目が3点マーカーの範囲を超えないように設定。
※超えている場合データ化されず、エラーとなります。

設定画像 拡大画面



9④3点マーカーの動き

誤ったテンプレート設定
（青枠を3点マーカーに合わせていない）

■3点マーカーの動き
１．スキャン画像データから3点マーカーを自動認識し、テンプレート作成時に設定した青枠に合わせて、

実際の帳票サイズが拡大／縮小されます（3点マーカーの頂点を青枠に合わせる）
２．テンプレートで設定した青枠頂点と項目間の距離はそのままで補正されます。

誤った設定での動き

補正結果

テンプレート設定で青枠の範囲を誤って
設定した場合、実際の帳票の項目位置
がずれ、正しくデータ化できません。

正しいテンプレート設定
（青枠を3点マーカーに合わせる）



10⑤3点マーカー利用（初回テンプレ―ト設定後）

■初回テンプレ―ト設定後

初回テンプレ―ト設定後については、初回登録した設定で修正を行います。
そのため、サンプル画像が逆になっていても（左図）、実際のデータ化時には
補正された状態でテキスト化され正常にデータ化されます。（右図）
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Appendix

・エラーとなる場合

・画像サイズ
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細い線が入っている 画像が薄くなっている 中身に模様が入っている

・エラーとなる場合

マーカーにノイズが入り、エラーとなる可能性が高いマーカー

マーカーにノイズが入り、エラーとなるマーカー

マーカー不備や撮り方によってエラーとなる場合

マーカーの枠のみ

LAQOOT

マーカーに文字等が被っている マーカーに大きな汚れ

マーカー不足 3点マーカーのバランスが崩れてしまう マーカーが欠けている
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画像サイズ
縦：4,000、横：2,000

画像サイズ
縦：2,160、横：1,280

上記のように見た目は同じ大きさになりますが、同時にアップロードする際に画像サイズが
300ピクセル以上差分があるとアップロードが出来ませんので、ご注意ください。

・画像サイズ


